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株主のみなさまへ
2022年度ご報告 （2022年4月1日―2023年3月31日）

証券コード：4832

0

100

300

200

700

500

400

600

0

10

30

20

70

50

40

60

2015 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
（見通し）

2016

19.5
23.0

11.3 12.6 12.2

28.2
23.2

34.5

2016

391

2017

403

2018

426

2019

480

2020

465

2021

504

2022

565

2023
（見通し）

570 56.4

37.2

48.0

31.8

2015

370

47.0

30.9

61.0

41.5

62.8

43.2

連結売上高� 連結経常利益／親会社株主に帰属する当期純利益�

連結業績ハイライト （単位：億円）

■連結経常利益   ■親会社株主に帰属する当期純利益

2022年度は全ての事業部門で売上が伸長。
特に鉄鋼部門での製鉄所システムリフレッシュの進展が寄与し増収増益。
2022年度の決算について、大木代表取締役社長がお答えします。

2022年度業績の評価は？Q
　全ての事業部門で売上が伸長し、特に製鉄所システムリフ
レッシュの業務量の拡大に伴う鉄鋼部門の伸びが寄与し増収
となりました。
　利益面では、中長期的な成長のための研究開発や従業員
の処遇改善等の増加に対し、売上増等に伴う収益増が上回り、
増益を確保しました。
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売上高
経常利益率
（ROS）

親会社株主に
帰属する

当期純利益

売上高 経常利益565億円
（前期比 +12.1%）

62.8億円
（前期比 +11.3%）

社長インタビュー   Top Interview



2017年度

25円/株

2018年度

43円/株

2019年度

60円/株

2020年度

60円/株

75円/株

2021年度2016年度

22円/株

2015年度

17円/株

2022年度

97円/株

40円/株
（中間）
40円/株
（中間）

57円/株
（期末）
57円/株
（期末）

2023年度
（予想）

92円/株

40円/株
（中間）
40円/株
（中間）

52円/株
（期末）
52円/株
（期末）

配当性向 24% 27% 32% 29% 30% 31% 32% 35% 35%
30%目途 35%目途

社長インタビュー   Top Interview

Q
A 　現状のシステム開発需要を踏まえ、2023年度の売上高は570億円とし、中期経営計画の最終年度

（2024年度）の目標値を1年前倒しで達成する見通しです。
　利益については、生産性の向上等による増益要因があるものの、社員労務費および開発パートナーの
外注費等の増加を見込み、若干の減益の見通しです。
　本業績予想には、お客様との契約単価の引き上げ影響は現時点で見通し困難なため、未織り込みです。
今年度の重要な経営課題として取り組み、見通しに織り込めるようになった段階で、業績に反映いたします。

2023年度の業績予想は？

2022年度
実績

2023年度
見通し

増減
金額 率

売上高 56,472 57,000 +528 +0.9%
営業利益 6,248 6,050 △198 △3.2%
経常利益 6,282 6,100 △182 △2.9%
売上高経常利益率（ROS） 11.1% 10.7% △0.4ポイント
親会社株主に帰属する
当期純利益 4,323 4,150 △173 △4.0%

（百万円）

6月23日に開催されました、第40回定時株主総会の決議内容につきましては、
当社ホームページ https://www.jfe-systems.com/ir/stock/sto_soukai/index.html をご覧ください。

　株主の皆様におかれましては、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、
宜しくお願い申し上げます。 代表取締役社長

株主還元についてQ
A 　今期末の配当につきましては、中期経営計画の配当方針である「配当性向３５％目途」に沿って、

過去最高額となる年間９７円/株といたしました。
　また、2023年度も配当方針に沿った配当額として年間９２円/株を予想しております。
●配当金の推移※

※2021/4/1に1:2分割を実施しております。
　2020年度以前の配当額は分割後に換算（割戻）しております。



パーパス

行動指針

バリュー

「スマートフル IT」実践に向け、人と人との をなにより大切にします。

はたらくをスマートに。
はたらく人にスマイルを。
企業中心の時代から、人間中心の時代へ。
業務を正確に、効率的にするだけでなく、
はたらく人を夢中に、創造的にしてくれるIT が求められている。
私たちは、そんなIT を「スマートフル（Smart ＋Heartful）IT」と呼んでいます。
ＪＦＥシステムズは、IT のプロフェッショナルとして、人のつながりを大切に、
世の中の「こうなりたい」という想いに向き合い、
スマートフルIT の力で「 できるんだ！」を広げます。

理にかなった思考で、常識を変え、はたらくをカッコよく。

ナレッジ共有と多彩な知のつながりで、新たなアイデアを。

「こうなりたい」に向き合い、学び、はたらくを創造的に。

考え抜いた挑戦には、失敗はない。新たな学びがある。

変化の激しい時代、スピードは圧倒的な価値を生み出す。

心理的安全性を保ち信頼関係を築く

自発的に行動し組織を越えて共創する

率直な意見を場に出し
探求・創造する

価値を生み出し
信頼関係を深める

｢スマートフル IT」実践に向け、共有する５つの価値観
（シークス） 

背景

新企業理念体系図

ブランドコンセプト

新しい企業理念の制定

　当社は2023年9月に会社設立40周年を迎えることを機に、企業理念体系を刷新いたしました。当社の存在意義をパーパスとして言語化�
するとともに、パーパスの体現に向けて共有する価値観である「バリュー」と、行動の基本方針である「行動指針」を制定し、社員が業務に�
取り組む際のよりどころとなる基軸を示すとともに、当社が何を信じ、どのように社会に貢献していくのかを表現しました。

　ブランドコンセプト「スマートフル（Smart�+�Heartful）IT」は、パーパスをシンプルに表現した、当社独自のフレーズです。「当社が提供�
するITを象徴するフレーズ」として、また「社員が日々の業務でパーパスを意識するためのフレーズ」として使用します。
　ハート型のロゴマークに使用されている5つの色は、当社の5つの「バリュー」それぞれのイメージカラーです。これらを1本の線で結び付ける�
ことで、５つのバリューが繋がり、スマートフルITが体現されている状態を表しています。



POINT 1｜連結貸借対照表

1 資産合計 ⇒ 3,214百万円増加
堅調な業績を反映し流動資産が増加

2 負債合計 ⇒ 293百万円増加
買掛金、未払費用等が増加

3 純資産合計 ⇒ 2,921百万円増加
親会社株主に帰属する当期純利益計上に伴う
利益剰余金の増加

POINT 2｜連結損益計算書

4 売上高 ⇒ 6,077百万円増加
JFEスチール㈱向け製鉄所システムリフレッシュの
進展等により増加

5 経常利益 ⇒ 638百万円増加
売上高の増加に伴い増加

6 親会社株主に帰属する当期純利益 ⇒ 599百万円増加
経常利益の増加に加え、
賃上げ促進税制適用による税額控除が寄与

（注）本連結財務諸表中の表示数字未満の端数の扱いは四捨五入としています。

2022年度連結財務諸表の概要   Financial Statements

単位：百万円 2021年度末 2022年度末 差

資産の部

流動資産 29,613 33,146

固定資産

有形固定資産 2,529 2,113

無形固定資産 3,244 2,954

投資その他の資産 3,957 4,343

固定資産合計 9,730 9,411

資産合計 39,343 42,557 13,214

負債の部

流動負債 10,407 10,880

固定負債 5,079 4,898

負債合計 15,486 15,779 2 ���293

純資産の部

株主資本

資本金 1,391 1,391

資本剰余金 1,959 1,959

利益剰余金 19,170 21,687

自己株式 △1 △1

株主資本合計 22,519 25,037

その他の包括利益累計額 561 846

非支配株主持分 777 896

純資産合計 23,857 26,778 32,921

負債純資産合計 39,343 42,557

連結貸借対照表
単位：百万円 2021年度 2022年度 差

売上高 50,395 56,472 46,077

売上原価 38,920 43,974

売上総利益 11,475 12,498

販売費及び一般管理費 5,866 6,250

営業利益 5,609 6,248

営業外収益 47 52

営業外費用 12 18

経常利益 5,644 6,282 5 ���638

税金等調整前当期純利益 5,644 6,282

法人税、住民税及び事業税 1,946 1,976

法人税等調整額 △145 △173

当期純利益 3,843 4,479

非支配株主に帰属する当期純利益 119 155

親会社株主に帰属する当期純利益 3,724 4,323 6 ���599

連結損益計算書

単位：百万円 2021年度 2022年度

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,156 6,004

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,650 △1,289

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,825 △2,682

現金及び現金同等物の増減額 1,680 2,033

現金及び現金同等物の期首残高 14,279 15,960

現金及び現金同等物の期末残高 15,960 17,993

連結キャッシュ・フロー計算書



「2022年度上期ご報告」に同封いたしました株主アンケートにつきまして、833通のご回答
をいただきました。ご協力くださいまして有難うございました。いただいたご意見を踏まえ、
今後とも株主の皆様のご期待に沿えるよう努力してまいります。（比率＝回答人数比）

株主様向け会社説明会のご報告
　当社は下記開催要領にて株主様向け会社説明会を開催いたしました。当日は株主様28名（現地会場7名、オンライン21名）にご参加�
いただきました。前半30分は、大木社長より直近の決算概況や中期経営計画などについて説明し、後半30分は、質疑応答を実施いたしま�
した。質疑応答では、株主様から株主還元の拡大や製鉄所システムリフレッシュ終了後の人材活用、プライム市場への移行など、計6問の�
質問をいただき、大木社長より回答いたしました。今後とも、株主の皆様への情報発信・対話をすすめてまいります。

当日の質疑応答の内容については、こちらからご確認いただけます。
https://www.jfe-systems.com/press/pdf/20230206_kabunushi_giji.pdf

決算概況の説明を行う大木社長

株主様向け「会社説明会」開催概要

開催日時 2023年1月30日（月）　18:00～19:00
開催方式 ハイブリッド型（当社本社ビル シーバンスＳ館大ホールおよびオンライン開催）

出席者
代表取締役社長　大木 哲夫
取締役・常務執行役員　中村 元
執行役員　中山 俊夫

主な内容 •第３四半期決算・年度見通しの概況
•当社の事業概況

•中期経営計画（2022-2024）について
•株式関連情報

株主アンケート結果報告   Questionnaire

今後の買増しで考慮する点（重視しているもの1つ）Q4

配当利回りを重視する方が
44.7%⇒51.8%となり、半数を超えました。

2.3%

51.8% 34.0% 11.7%

4.4%

0.2%

27.8% 22.0% 14.8% 10.8% 9.4%

8.6%

■2年未満
■5〜10年未満

■2〜3年未満
■10年以上

■3〜5年未満
■未回答

49.6% 18.2%15.6%

7.1%

0.5%9.0%

2.2%

0.0%
■配当利回り
■値上がり期待
■IT関連株だから

■将来性
■事業内容がいいから
■その他

■業績がいいから
■JFEグループだから
■未回答

■配当利回り
■その他

■値上がり期待
■未回答

■株主優待

当社について知りたい情報（複数回答）Q2

昨年の割合とほぼ変わらず、配当利回りを重視する方が
約3割を占めました。

当社株式の保有期間Q1

昨年と比べ2年未満の短期保有の方が
63.4%⇒49.6%へ減少（△13.8%）しました。

当社株式の購入、保有の理由（重視しているもの1つ）Q3

昨年と同様、業績説明や事業計画、強み・特長に
関心をお持ちの方が大半を占めました。

業界情報 114
その他 24
未回答 3

169研究・開発内容
事業内容 172

244新製品・新技術

事業計画 285
268強み・特長

236財務情報

業績説明
（件）
444

経営方針 198



会社の概要／経営体制／株式の状況   Corporate Data / Management Team / Stock Information （2023年3月31日現在）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 株主総会・期末配当は毎年3月31日

中間配当を行う場合は毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店および全国各支店で
行っております。

公 告 方 法 電子公告
https://www.jfe-systems.com/ir/stock/houtei.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることができない 
場合は、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所 東京証券取引所  スタンダード市場

株主メモ

ご注意 本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確定な要因を含んでおります。
実際の業績は、さまざまな要因により、見通しとは異なる結果となる可能性がございます。

お知らせ
◉住所変更等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申付けください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。
＊確定申告をされる株主様は、大切に保管してください。

Copyright ⓒ  2023 JFE systems, Inc. All Rights Reserved.
本誌の無断複製・転送などはおやめください

〒105-0023　東京都港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスＳ館
JFEシステムズ株式会社　総務部　総務・法務グループ
電話　03-5418-2400　��FAX　03-5418-2445

DISCLOSURE REPORT 株主のみなさまへ
2022年度ご報告

名称（商号） JFEシステムズ株式会社
JFE Systems, Inc.

本社所在地 〒105-0023
東京都港区芝浦一丁目2番3号
シーバンス Ｓ 館
電話　03-5418-2400

設立 1983年9月1日
資本金 1,390,957千円

主な事業内容 情報システムのインテグレーション
および運用・保守など

従業員数 1,839名（連結）

子会社の状況
当社の議決権比率

JFEコムサービス株式会社 66.6%
株式会社アイエイエフコンサルティング 100.0%

上場証券取引所 東京証券取引所 スタンダード市場
（証券コード：4832）

会社の概要

経営体制 （2023年6月23日現在）

取締役 代表取締役社長（CEO） 大 木 哲 夫
取締役（常務執行役員） 國 安 誠
取締役（常務執行役員） 下 田 純
取締役（常務執行役員） 笹 井 一 志
取締役  社 外  独 立 竹 田 年 朗
取締役  社 外  独 立 保 々 雅 世

監査役 監査役  社 外 松 井 毅 浩
監査役  社 外  独 立 我 妻 由佳子
監査役 江 里 健 哉

執行役員 常務執行役員 船 尾 哲 也
常務執行役員 森 本 哲 也
常務執行役員 杉 原 明
常務執行役員 生 田 淳
常務執行役員 新 井 幸 雄
執行役員 森 弘 之
執行役員 中 山 俊 夫
執行役員 仲 村 基 志
執行役員 田 村 哲 哉
執行役員 坂 上 八州起
執行役員 三 澤 義 博
執行役員 堀 部 寛 貴

大株主

※ 持株比率は、自己株式（1,023株）を控除して計算しております。

当社への出資状況
株主名 所有株式数 持株比率

JFEスチール株式会社 10,233千株 65.16%
JFEシステムズ社員持株会 1,166千株 7.43%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 248千株 1.58%
JFEプラントエンジ株式会社 200千株 1.27%
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505050 110千株 0.70%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 110千株 0.70%
アトラス情報サービス株式会社 100千株 0.64%
JFEアドバンテック株式会社 100千株 0.64%
JFE物流株式会社 100千株 0.64%
三井住友信託銀行株式会社 100千株 0.64%

株式の状況
発行可能株式総数 31,412,000株
発行済株式総数 15,706,000株（自己株式1,023株含む）

株主数 5,874名 
所有者別株式分布状況

外国法人等 700千株（4.5%）

金融機関 473千株（3.0%）
証券会社 89千株（0.6%）

その他国内法人 10,870千株（69.2%）

個人・その他 3,571千株（22.7%）


